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社会福祉法人足利むつみ会理事長 F可由菜  寛

山□県下関市の障害者事業所での障害者虐待のニュースが飛び込んできた。信じら

れない行為を行う職員を見て涙が出てきた。直後に開催された家族会の役員会でも、

その場面を見たご家族の多くが涙が出て止まらなかったと話されていた。障害者虐待
防止法が施行されても、一向に虐待がなくならない。誰もが絶対に有つてはならない

ことだと分かつているはずであるのに。

たまたまではあるが、6月 11日 から12日 に関東社会就労センター協議会の研究大会
が千葉県であり、記念講演で国学院大学の佐藤彰―先生から「障害者虐待の現実と課題」
という演題で話を聞く機会があつた。佐藤先生は2013年の袖ヶ浦総合福祉センターの
虐待事件後に、第二者検証委員会の委員長として活躍されている。

袖ヶ浦総合福祉センターの事件と下関市の事件を同じに見ること|よ出来ないが、どちらも内部告発があり
ながら、表面に出なかつたところや匿名の告発を行つても調査がされなかつたなどの共通点がある。
法律は出来ても、法律に基づききちんと対応する事が出来ていないからにほかならない③身内を守るよう
な思いがあるのかもしれないが、今回の事件があり、改善されることを強く望む。そして、それ以前に、こ

んな悲しい事件が起きることの無いよう、私達、障害者や高齢者、児童にかかわる人間はもう一度襟を正し
て虐待防止に取り組むことが必要だと感じた。寂しい気もするが、取り組み続けることと、言い続けること
が大切なんだと改めて気付かされた事件でした。

社会就労センターきたざと
社会就労センターきたざとでは、月曜日から金曜日までは下請け作業を行い、土曜日は余B晟活動として外出、
工作など、日中活動の中で体験できない行事を取入れています。また、普段交流の少ない他施設との関わり
を深めることができ、いっしょに行う事の楽しみを作ることができるのも土曜日の活動です。きたざとで|よ、
活動を通して、利用者の皆様の新たな一面を見る事ができ、笑顔の多い一日を過ごす事を目指し、様々な活
動を提供しています。その中で、利用者だけではなく、職員との交流を深めていただき、平国の作業におい
ても余暇活動と同様、協力をして行う事などを身につけていけるよう、活動提供を行つています。

◎管理者挨拶◎

力書!り    書の日帰り旅行  秋の日帰り脈イヨ

社会就労センターきたざと 管理者 阿 由葉  寛
『足利むつみ会就労継続支援事業 B型連携会議』
前号で、きたざと、みなみ、絆の工賃をどのように上げて行くのか合同計画づくりを進めるというこ
とを記載しました。今回はその後どのように進んだかをお知らせしたいと思います。まず、 3事業所で
検討し、表題のような会議名に決まりました。 4月 、 5月 と2回の会議を開催し、現在の内部取電の課
題が確認され、法人内の全事業所で統一することで間違いをなくすことなどが話し合われました。また、
各事業所が県に提出した「工賃向上計画」を確認しながら、より具体的な強化策や事業所の利点を活か
した事業展開について話し合うなど、新たな気付きを得られる場となつています。

汽
　　
．＝一口車
　　　　　　　　　　香

フラワー′将―ク見学 防奨館見学 スイカ書!り 秋の日帰り旅行
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平成 26年度 決算報告
貸 借 対 照 表
平成 27年 3月 31日  現在

社会福祉法人 足利むつみ会

資金収支計算書              事業活動計算書   第2号の1様式
(自 )平成 26年 4月 1日  (至 )平成 27年月 31日      (自 )平成 26年 4月 1日  (至 )平成 27年 3月 31日

社会福祉法人 足利むつみ会               社会福祉法人 足利むつみ会
(単位 :円 )                                      (単 位 !円 )

科定勘 目 当年度決算 (A) 前年度決算 (B) 増減 (A)一 (B)

サ
ー
ビ

ス
活
動
増
減

の
部

収

益

介譲保険事業収益
保育事業収益
就労支援事業収益
障害福祉サービス等事業収益

相談支援事業収益
日中一時支援事業収益

就業 生活支援事業収益
足利市屋内子ども遊び場事業収入
障害者雇用定着促進事業収入
利用料収益

経常経費補助金収入
経常経費寄 Fけ金収益
その他のJ又益

324.716912
112,036,175

38,973,272

382,545,892

5,4011,OIXl

8,7851456

23,3321MXl

15,015161Xl

711845

11,760101Xl

9141370

3,880101Xl

0

321,830,716

374)850

32,118,827

362677125
5,400,000

9,732,769

181736)250

0
0

1113401492

1,878,840

3,7111633

227186

2,886,196

1111661,325

6,854,445

191868767

0
△ 947,313
415951750

151015,61111

71845
4191508
△ 964,470
1681367
△ 227186

費

用

人件費

事業費
事務費
就労支援事業費用
減価償却費
国庫補助金等特別積立金取崩葎
その他の費用

610,108,708

1231462.375

101,929,151

45,864312

77,316,867
△ 29,545,031

0

4671298!972

57441,735
99,0251930

32,093,636

56,620535
△ 20,5971336

47 71Xl

142,8091736

66.0201640

2,903(221

13,770,676

20,696(332

△ 8,947695
△ 47,700

サ ス活動増減差額 (3)=(1)一 (2) △ 1704860

サ

ー

ビ

ス

活

動

舛

収
益
そのlllのサービス活動,ヽ】ヌ林

10b,120

8725131 6629890 2095241

費

用 その他 のサ
ー ビス活動 夕ヽ 書用 昂784983 57R498R

△ 2401574

特
別
増
減

の
部

収
益

施設整備等寄附金収益
固定資産売却益

61)697.940

570,014

△ 4b,676,b77
△ 61,697,940
△ 570,014

特別収益計 (8)

費

用

固定資産売却損 処分損
目庫補助金等特別積立金積立額
会計基準適用による過年度修正額
その如Lの時副増牛

1

72,135,276

14,496,315

0

61,697,940

355499
148,759)317

0

99340

△ 61,697,940
△ 355,498
△ 76,624,041
14,496,315

△ 99340

6307123 13335973
当期活動増減差額 (1

一剛

当丹繰越活動増減差額 (13)=(11)十 (12) 463555317 429622928 33932389

次期越活動増減差額(17)=(13)十 (14)十 (15)一 (16) 467665317

勘 定 科 目 予 算 (A) 決 算 (B) 差果 (A)一 (B) 備  考

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収

入

介護保険事業収入

保育事業収入

就労支援事業収入

障害福祉サービス等事業収入

相談支援事業収入

日中一時支援事業収入

就業 生活支援事業収入
足利市屋内子ども遊び場事業収入

障害者雇用定着促進事業収入

利用料収入

経常経費補助金収入

経常経費寄附金収入

受取利虐配当金収入

その他の収入

329155011XXl

lll,927,OIXl

41,547,OIXl

380,100,OIXl

5,400101Xl

8,311,003

23,615101Xl

14,750101Xl

133,OIXl

12,270101Xl

760,Ollll

8,800,003

176 01Xl

8 445 01Xl

324,716,912

112,036,175

38,973,272

382,545,892

51400,000

8,785,456

23,332.000

15,015,600

71845

111760,000

914370

31880,000

102896

8622235

4,833088

△ 1091175

2,573,728

△ 2,4451892

0

△ 4741456

283,lllXl

△ 265,61Xl

611155

510,Ollll

△ 154(370
△ 80,Ollll

73,104
△ 177235

事業活動収入計 (1) 940784000 4627347

支
出

人件費支出

事業費支出

事務費支出

就労支援事業支出

支払利″ヨ、支出

その他の支出

583,4131000

131,669,000

117473,000

47,678,000

9092,000

5)931,000

5701702,029

123,462)375

1011929,151

45(836)500

8,669,995

5784)983

12)710,971

8,206,625

15)543.849

1,841,500

422005

146017

事業活動支出計 (2) 895,256,000 856,385,033 38.870967

事業活動資金収支差額(3)=(1)一 (2) 45)528,000 79,771)620 △ 34,243,620

収
入

施設整備等補助金収入 1061274,688 1312

施設整備等収入 nt(4) 106274688 1,312

支
出

設備資金借入金元金償還支出 34.b61,C100

118376000
34,626,090 35,000

施設整備等支出計 (5) 153)037000 152389748 647252

施設整備等資金収支差額(6)=(4)一 (5) △ 46,761,000 △ 46,115,060 △ 645.940

収
入
その他の活動による収入 120000

23,700,000

119187

と,320,000
813

その他の活動収入nt(7) 25140000 23819187 1,320,813

支
出

積立資産支出 Z3.467,000

3150000
24,699,626 △ 1,232)6″6

その他の活動支出Hf(8) 26617000 27849626 △ 1232626

その他の活動資金収支差額(9)=(7)一 (3) △ 1,477,000 △ 4,030,439 2553439

予備費支出 (10)
45396,444

△ 1638828
45,396,444

旨期資金収支差額合計QD=(3)十 (6)+(9)― (10 △ 48,106,444 29,626,121 △ 771732)565

前期末支払資金残高 (12) 228632015 228632015 0

期末支払資金残高 (11)十 (12) 1802557] 258258136 △ 77732565

(単位 :円 )

資 産 の 部 負 債 の 部

当年度末 前年「 rr木 増減 当年度末 前年度末 増減

流動資産 315,743,459 429,358,273 △ 113,614,814 流動負債 129172311 207807117 △ 78634806

現金lB金 175,0501520 142,736.220 32,314,300 短期運営資金借入金 0 0 0

事業未収金 133.1091671 125,341,675 7,7671996 事業未払金 50,212(591 41758039 8454552

禾収金 0 44800 △44800 その他の未払金 0 154)521,910 △ 154,521910

禾収補助金 0 148188100 △ 148188100 1年以内返情予定設備資金侍入金 40,498,OIXl 8,340,000 32158,000

貯蔵品 7921111 8862071 △ 8782871 預  り 金 9,203 15,175 △ 5)975

商品 製品 1.5081111 25998 1482113 職員頂 り金 3721038 2571,998 1149,045

原材料| 1.273,173 1!233,143 401030 前完全 761210 161210

立春金 2,261,824 1,939)386 322,438 仮受金 0 0 0

前私金 2010960 0 賞与引当金 33,970,272 0 38970272

前払費用 450000 450000 0 固定負債 461841,599 523,604,254 △ 611762,655

仮払金 0 536880 △ 536880 設備資金借入金 429,022.000 495806,000 △ 66,784,lX10

その他の流動資産 0 0 0 退職孫合付引当金 32819)599 27,798)254 5,0211345

固定資産 11715,997.311 負債の都合計 591013910 731411371 公140397461

基本財産 1,112,663,597 1,1621225,376 △ 49561,779 純 資 産 の 部

その他の回定資産 603,333.714 516,708,259 86,625,455 基 本 全 222307990 222307990 0

国庫補助金等特別積立金 438732438 887094499 51637934

その他の積立金 312,021)120 316131120 △ 411001111

移行時特別積立金 4,960,000 41960,lXlll 0

人件費積立金 25,000,000 25,OllllilXXl 0

1多繕積立金 51X10,000 5 0CX1 01111 0

備品等購入宿立金 5 1Xll1 000 5 01Xl llllll 0

施設整備等積立金 271416003 △ 5600000

工賃変動積立金 3084502 3084502 0

設備等整備積立金 3!1601618 1670618 1490000

次期繰越活動増減差額 467,66「D,317 451,3461928 16,318,389

次期繰越活動増成差額 4671665!317 451)346,928 16)318389

(う ち当期活動増減差額) 12208889 80,003,065 △ 67,794,676

純資産の部合計 1440726860 1,376)880,537 63,846)323

資産の部合計 2,031,7401770 2,108291908 △ 76,551,138 負債及び純資産の部合司 2031740770 2108291908 ハ 76551138



セルプみなみ管理者 近藤 照夫
利用者の「働く・くらす」を支援するうえで、工賃向上は重要な課題の一つであることから、平成27
年度から新たに社会就労センターきたざと、セルプ絆及びセルプみなみの3事業所により連携会議を設置
し、現下の経済状況を踏まえつつ協働して工賃向上に取り組むこととしましたので、着実に前に進めて
いけるよう努めてまいります。

また、クッキー等の製造・販売の強化や清掃作業、軽作業等の増強により工賃向上を図ることはもとより、

毎日を楽しく、生き生きとやりがいを感じられるような支援に努めるとともに、これらの作業を通じて、
基本的生活習慣や社会性を育み、自立した生活を向け喜|き続き支援してまいりますので、よろしくお願
いいたします。

美味ししヽお菓子を皆様に知つて頂き

たく、八―トショップなどのイベント

に出店しており、毎週火曜日に1よ、『八

―トショップ in足利モール』としてコ

ムファースト・アピタに出店してしヽます。

9月 12日 に1よ初の土曜日開催が予定

されていますので、皆様のお越しをお

待ちしています。 《八―トショップ in足利市役所(6/16)での出店の様子》

◎ジョプサポート絆◎
土曜日の開所を始めました 今年度より土曜日を開

所し、余暇活動支援を

始めました。絆を利用
して就職した方々も参
加し、調理実習や軽運
動を通して、新たな交

流の場として機能して
います。

Peterpan
キッズピアにて販売を開陥しました j

ピーターパンで販売し
ている、お子様に人気
の高いパンを取り揃え
ております !

口A財回族がら移動販売車のm成を要けました

企業 (菓子製造業)での

3ケ 月間の トライアル
雇用が開始になりまし

た。常用雇用に向けて、
頑張っています。

地域貢献の一環として、

単独での買い物が困難
な方への出張販売等を

予定しています。

セルプ絆 管理者 改田 恭子
本年 4月 より管理者に就任いたしました。薄学非才ではございますが、より良い施設運営のため努力
いたす所存でございます。何卒、前任者同様に格別のご指導、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。
さて、セルプ絆では、就労に特化した訓練の場 (ジ ョブサポート絆)と、地域と繋がりを持ちながら
就労する場 (ピーターパン)を事業として行つているわけですが、どちらも可能な限り「働き続ける」
ということがテーマになります。働く要素として人・お金・やりがいなどがありますが、それらを実感
していただきながら地域での生活を支えていけたらと考えています。今後ともよろしくお願い致します。
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『5月母の日イベント』

その他にもあそび道具を使つたイベントもたくさん行つています !

エアトラックの中に入つている空気を抜く体験をする『ふわふわベッド』イベントです。
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『   ンあしかが』
キッズピアあしかが|よ、B乍年12月のオープンから半年が過ざました。たくさん
の親子がふれあう遊びの場としてお客様にこ利用して頂き、現在 8万人以上の方に
こ来場頂いております。

7月末に|よ入場者数10万人に達成する見込みです。これからも楽しいイベント
を企画するなど、たくさんのお客様にお越しいただ|するようスタッフー同努力して
いきたいと思います。

キッズピアあしかがで|よたくさんのイベント行つています。

4月 おめでとう !イベント
6月 マグ・フォーマーカップ、父の日イベント、大人のキッズピア
下記のようなイベントも行つております。

『3月ひなあられ競争』 『5月 5日たかうじくん来訪』



利用者の健康促進のため運動プログラムを行い、その中で少林寺拳法やヨガなど

を取り入れています。少林寺挙法ではまず準備体操を行い体をほぐします。突きな

どの動きを覚え、軽1央な音楽をかけながら覚えた動きをして体を動かしています。
みなさんリズムに合わせ一生懸命体を動かし、笑顔が見られる方もいれば莫食」な表

情で行つている方もいます。活動の終わりにヨガのポーズを取り入れた簡単なスト

レッチを行っています。ゆつくり行う事で利用者の方もリラックスして参カロしてい

ます。各職員の経験を生かした運動を月2回のペースで楽しく行つています。

社会福祉法人 足 利 む つ み 会                 (5)

デイアクティビティセンターWiN施設長「可由葉 弘美
岳 日頃、事業運営に関しましてご理解、ご協力をいただき誠にありがとうございます。

さらに充実させて行う予定です。大勢の中の一人で

一緒に過ごす時間は、利用者の皆様が、普段見られ

います。

しい、嬉しい、美味しいと体全体で表現してくれる

と輝く時を一緒に体感できることが、私たちの仕事

態倉9:::,|11!i!|」十富|:lilレ          |:||
なります。さらに、その積み重ねが、利用者の皆様への支

と思います。終わりに、今後とも、更なるご支援ご協力を

両毛 域障害者就業・生活支援センター
26年度 両毛圏域障害者就業・生活支援センターの実績報告(25年度の実績 )
登録者数 支援件数 訓練実習件数 就職者数

626(559) 1790(1345) 43(66) 74(88)

就労支援の中に、新規企業の開拓があります。ハローワークと連携しながら、企業に障害者雇用に対する理解
を図っております。今年度は、就労支援部会(足利・佐野地域の障害者の就労に携わる関係機関)の会議でも、
企業を交えての研修等を予定しています。雇用は考えているけど、業務設定や

対応に不安があって、障害者雇用に消極的になつている企業は多いものです。

そんな不安が少しでも安心につながるような研修になればと考えています⑥

足利市真砂B」 1-1 安足健康福祉センター内 0284-44-2268

すきこ景Tl

一
壬
，



社会福祉法人 足 利 [むこ)ゼみ会

ビタミンクラブも放課後等デイサービスとなつて 4年目になり、利用者の皆様も毎日笑顔で過ごしています。
個々の障害やご本人・ご家族の希望を支援計画として、日常生活の基本的な支援や集団生活の適応司1練などを行い、
ゆるやかなカリキュラムの中で発達や豊かな情緒を育んでいけるようにし、様々な行事や活動などを考え、楽しく過ご
して頂 |するように職員一同利用者の皆様の笑顔を程に頑張っています。

障害者などに日中活重力の場を提供し、見守りや社会に適応するための日常的な司線を行うとともに、障害者等の家族
の就労支援と介護者の一時的な休患を確保出来る場として、利用者の皆様にとって有効なサービスの提供をタイムケア
などもご利用頂きながら、一年を通して支援を行つています。

ゴールデンウィークの最終日5月 6日、利用者の皆様と多々良沼から館林、板倉方面までドライブに出掛けてきました。
途中、板倉町の「いずみの公園Jでさわやかなそよ風や新緑の香りを感じてきました。天候にも恵まれ楽しいドライブ
になり、利用者の皆様からも笑顔が自然と見られました。

 ヽ                       )

足利むつみ会足利障害者相談支援センター
通常の相談業務及び事業利用のための申請の支援、年金・手帳等の
各種申請支援の他、以下のような事業を行つています。

1.委託相談事業 ao284-44-030フ (電話相談 24H、 365日 対応)相談支援専門員 尾澤まで
①特別支援学校・小中学校特別支援学級、幼稚園・保育園の相談会・勉強会にて請義、相談。

②教育機関と連携し、成長過程にお|する各段階を繋|ザるネットワークの構築を図り、子育て応援ファイル等の普及に協力。

③安足地区障害者相談支援事業者等連絡会に参加し、安足地区にお|する指定相談支援事業所と情報交換を行う。

④地域自立支援協議会の運営に事務局として協力、地域生活、児童の3専門部会の活動を展開、足利市障がい者プランに意見を提

出。自立支援協議会内での地域課題を検討。

⑤アピタ・市役所におしヽて八―トショップ開催。

⑥とちぎりAビリテーションセンター、県南児童相談所の出張判定に協力。
2.指定特定相談事業・指定障害児相談支援事業 ao284-43-0414相 談支援専門員 松本・長谷川まで
。事業利用のためのプラン作成を行つています。

困つた時にはすぐご連絡を !

新しい相談支援専門員も入り、今年度もさらにガンパつていきまます !



社会福祉法人 足 利 [む屯)をみ会 (7)

→         特月」養護老人ホーム青空 施設長 阿 由葉  誠

連日厳しい署さがつづいておりますが、皆様いかがお過ごしでしょうか。日頃から格屑」のお弓き立て

をいただき、ありがたく御礼申し上げます⑥

毎年1厘例となりました、「青空秋祭り」を今年も10月 に開催致しますので皆様に楽しんで頂けるよう、

今から準備の話し合いをしています。期日が決まり次第お知らせいたします、皆様是非お越し下さい。

職員―同心からお待ちしております。

最後になりましたが、今後もよリー層のご指導とご協力くださいますようお願い申し上げます。

おやつの時間に「チョコファウンテン」を行いました。
フルーツやケーキを0貢水のように流れ落ちるチョコ
レートにたっぷりと付けて食べました。□の周りがチ
ョコまみれになりながらも、笑い合いながら美昧しそ
うに次々と□に運んでいました。普段とは違ったおや
つに、皆

さん大満

足でした。

ギ・

特屑」養護老人ホ
管理栄養士

冷蔵庫にひそむ食中毒の危険

6～ 8月 は、細菌性の食中毒が最も多く発生する時
期です。冷蔵庫を過信してはいませんか。食品を冷蔵
しても菌の増える速さが遅くなったり、止まつたりす
るだけで食中毒菌は死にません。

冷蔵庫は10度以下 (鮮 魚介
類は 4度以下)に し、食品を詰
め過ぎず、開閉は素早く行いま

す。冷蔵庫のお掃除はこまめに
し、食品などで汚れた場合は、

その都度拭き取つて除菌して下
さい。

賊今年も恒例のバイキングを

ました。

食べることは利用者の皆様にとっ
て、とても大きな楽しみであり、
重要な「生きる力Jと なります。
昧はもちろん、器や飾りつ|ナにも
工夫を凝らし、見た目にも美昧し
いバイキングとなりました。今後
もこのような機会をより多くの方
に楽しんで頂けるようにして行き
たいと思います。ご期待下さい。

サービスのご利用、お申し込みは、こ契約のケアマネージャーを通して、

または直接こ相談下さい。 昴 。む額1 懇ど、おン にどうで
TEL(0284)73‐0029
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・(8). 社会福祉法人 足 利 [むこ)をみ会

自然に囲まれた園の周辺も夏模様に変わり、早開園して 1年 3か月が経過しました。現在、在園児 |よ 115
名で新入園児も生活に慣れ、継続した園児も素敵な笑顔がいっぱい「あかるく、なかよく、げんきよく」園

生活を楽しんでいます。そして、職員も全員同じメンバーで頑張つています。

今年の親子遠足は、アクアワールド茨城県大洗水族館に行つてきました。園児たち|よ、日頃の園生活に|よ

局染みのない大きなイルカやおちゃめなオットセイなどのショーに大喜び。そして、さくら組 (年長児)は、
サメやイルカや力二、クラゲ等を見て大感激|1保育園のプールフェンスにその姿を描きました。是非、来園

してご覧ください。

また、地域子育て支援拠点事業「おひさま」、一時預かり事業、延長保育、発達支援保育 (す こやか)、 乳児保育、

子育て相談、園庭開放保育など地域の保育二―ズに対応しながら、今後も地域に親しまれたり利用者に喜ば

れたり、笑顔の似合う保育園を目指します。

☆期子涯足☆

☆酬貫紹介☆
子どもたちが元気に楽しく園生活を送れるよう、

職員―同力を合わせて、沢山の愛情と笑顔の溢れ

る、ふくい保育園にしていきたいと思います !

平成 2ワ 年 5月 13日
(水)に、大型バス 5台で、
アクアワールド茨城県大洗

水族館へ行つてきました。

海のような晴天の空の下、

親子でイルカショーや海水

魚などを見学し、楽しい一

時を過ごしました。

☆「Tlれあい花植え☆
地域の老大会の方々や青空のご利用者さんと子

ども達で、花植えをしました。

プランターや花壇に、お年寄りと子ども達が協

力して植えた、色とりどりの花が並び、園庭が賑

やかになりました。

その後 |よ、「♪せつせつ

せ～のよいよいよい |」 な

どと、応、れあい遊びを楽し

みました。






